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PCP土壌混入田における活着促進について

須藤孝久・岡川見清

（秋田　県農談ノ

1　まえがさ

土壌にPCPを混入した場合やPCf・入肥料を用いた

場合をど忙挿映された苗が，一時活着が阻害され，或は

その後の分けつの発生が抑えられ，また学に後半に走っ

て生育が過剰となって稔実不良となり減収に走ることを

しばしば経験する・この活着の障害を軽減するためには

畑苗や保温折衷苗などの．いわゆる健苗の採冊が必要と

されてhるが・発根と初期生育の促進を図るために苗代

第1表　　　　試

59

K於ける燐酸多地の効果について検討したので報告する．

2　試験・方法

1．供試品種：ミ≡lシ

2・供試苗代　‥　水苗代

8．試験　区

験　　　　区

盲 誌 風　 項 目
苗 代 地 鳥巴霊 l成分g ／a 】 不 田 施 肥 量 l成 8 g ／い

備　　　　　　　 考
弓　 Ⅳ

f■O l 弓　ち 0
Ⅳ

P ，0 8 ； 且，0 ∃　p c p

l 】本 田

F P （）p 無 混 入 ・燐 酸 標 準 豊 富

1
」1 8 ．2 1 3 ．0 1 7 ．0 5 0 0 【 机 0 5 0 0

－ 育 代 肥 料 は 石 灰 が

2 ク　　　　 燐 酸 8 倍 量 首 】　　 〃 8 9 ．0 ◆ ク ◆ ク
＼

硫 安 ∵過 石 ・塩 加

8 〃　　　　 燐 酸 6 倍 量 苗 i　 ◆
　　 r
7 8 ．0　 ク ク ◆ ‡　 ◆ －

不 田 肥 料 吐 硫 加 ・

燐 安

P C P は 粒 剤 を 便
4

不 田

p O P 混 入 ・燐 酸 標 準 量 首 ′ 1 3 ．0 ◆ ◆
F　 ◆ l　 ′

1
2 0 0

6 〃　　　　 燐 酸 8 倍 量 首 ク 3 9 ．0 　　 ケ
l

◆ ク
、＋ ．

l
一ク 用 した ．

6 ．　　 〃　　　　 燐 酸 6 倍 量 富 〃 7 8 ．0 ◆ ◆ 〃
‡ 十

〃

7 十 バ 鮎 倍 量 ．隻 聾 量 首
◆ 1 8 ．0

1 ク
◆ 1 0 0 0 ク 一ク

4・儀式苗代及び不田の土壌条件

α）土性：沖横嗜壌土　　⑦　腐植含量：6第

削　燐酸吸収係故：郵－1∝旧

的　減水深：1－1．5虎

5．紡機概要

的　中餅除草：全区一様に捜拝をせずに手取除去した．

3　試験結果

1・育代の生育と苗の活着の良否

育代朋の生育は燐酸多施区は肉眼的には強健を苗とな

¢）施肥及びPCI偶人：宮代は4月旭日施肥，不田　　つたが第2表の如く集計生休重等が燐酸凛単量区に比

は5月飢日施肥LPCPも全帖こ混入した．　　　　　　し・わずかにまさる以外は形層的を差異は殆んとみられ
⑦　播種：昭和鴇生4月21日．が当95g　　　　　　　　　なかった．

㈱　挿秩：6月4日．宏．7×2．7fn　5不檀

第2表　挿秩時16月4日）に於ける首の生育状況

項　 目 草　 丈 稟　 故 室　 数 5 0 ケ体

地 上

仝 仝 仝

区　 名
d℡ 枚 不

　 部

生 体 重
尻 毛 重

地 下 部

生 体 王
見 竜 王

燐　 酸　 標　 準　 量　 区 2 1 ．1 5 ．6 1 ．0
　 g

17 ．7 0
　 g

2 ．8 2
　 g

10 ．0 2
　 g

1 ．08

燐　 酸　 8　 倍　 量　 区 2 0 ．9 5 ．7 1 ．0 18 ．7 5 8 ．2 4 1 0 ．0 0 0 ．96

燐　 酸　 6　 倍　 量　 区 2 1 ．2 5 ．7 1 ．0 18 ．4 0 2 ．8 9 1 0 ．05 1 ．0 8
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2．頼経したITl■の鞋根胡査成沼と活着状況

苗か蛸を明断して6月4日に挿殺して5日俊に抜取

って埴現代．確を調査した・その結果第3表の如くで，P

JPの混入に上って全体的に地上臥地下部の生体里が

少く，又，最長横長・恨奴も封さえられているがその甲

で，憐蝦多桐の宙は標準遥苗にくらべて生育宜が多く・

稲に篭恨故に於て即明らかこた膵！■；＝■Tfよりもまきつ■こいも

全体を通じてみると，燐酸3倍量苗をPCP混入区に挿

椎したものは標準区IPCP焦混入．燐酸標準生首挿秩）

に進通する発櫻程まを示したものと云えよう・

又本田に於て燐酸を情宣用いたものゝ効果は明らかで

加1つた・これは横部を切断して挿秩したゝめに肥料中の

燐酸の吸収が少かつたためではないかと考えられる．

又根を切断せずに普通．こ挿秩されたものゝ活着状苛に

ついての肉眼的な観察によっても，：P Cl㍉混入区は全体

に葉先の枯死や棄樹の変色がみられたが．この甲で燐酸

多用宙は．その程匿が比較的軽いのが認められた．然し

燐酸6倍皇音吐燐酸3倍生首にくらべて効果の増大吐殆

んと親祭されなかった．

扁3表　　　発　　根　　調　　査　　成　　績

項　 目 1 6　　 月　　 9　　 日　　　　 l　 L

l

頼 政

活 着 の 良 否

l薫先積の多少 ）劫ケ体 仝 迎ケ体 仝 最　 長

区
番 区　 名

地 上部

生体重
l

風乾重 生根重 風乾重 横　 長 i

l 本田
p c p 無混入 ・燐酸模準量 首

】

；：雲 上 ；

　g

g l

0．80 l

l．岱

g
0．14

m
2．68

不
4．6

l

i 棄先枯れ ′ト

2 ク　　 ・燐 威 3 倍量 宙 0．丞 3．】あ 7．1

9．2

ク　 小

〃　 小8

4

ク ．燐酸 6 倍量 宙

不〔日
p c I）混 入 ・燐酸標準生首

9．9l 2．07 1．29 0．三犯 3．31

7月1 1．17 0．68 0．12 1．餅；　　　 4．7 ク　　　　 甲

5 〃　　 ・燐酸 3 倍量 苗 8．74 1．74 0月3 0．班 2．47

2．64

■ 6．5

6．9

ク　　　 」、

6

7

ク ・燐酸 6 倍量首

〃 竃鎧 倍量 ・解熱 主 音

‡訂 2．04 0月2

0．60

0．13 〃　　　　 ′」、

1．53 0．鴨
完 工 こ2

ク　　　　 甲

8．本8中後期の生育と収量

その後の生育と収量については第4表の通わで6月下

旬から7月上旬にかけて草丈の伸長がpC】㍗混入によっ

て抑えられているがその中では燐酸多用首の生育が良好

わもヤゝ多目と表わ引きつゞき7月下旬から以降はfC

p混入区は全役に生育が旺盛とな少葉色が濃くなるなど

の特徴がみられ．この傾向は苗代燐酸の多用区がさらに

新書であった・

である．茎数吐7月上計からPCP混入区が無混入区上

房4表　　　本田　の　生育　調　査成績

　　　 項 目 1

区

番 ： 区 名

6 月 2 0 日 7 月 1 0 日 7 月下 旬

l 葉 色 l

出穂 期

8月 日

成 熟 期 に於 け る

稗 長　士穂　 長 】穂　 軟
草　 丈 垂　 政 草　 丈 垂　 故

1
不 田

f C P 無 混 入 ・燐 酸標 準 量 宙

’2 5 ．4 品　 5 ．6本
‾　5 0 ．0亡椚 1 4 ．6本 ヤ 、 淡 1 6 ．8 7 8 ．6州1 17 ・8C謂 1 3 ．9 本

2 〃　　　 燐 酸 8 倍 量 首 26 ．1　　 6 ．6 5 0 ．3 1 5 ．8 〃 17 ．8 7 4 ．6 1 8 ．0

1 7 ．6

1 5 ．2

1 5 ．3
3 〃　　　　 燐 酸 6 倍量 首 弓25 ・7 】 6 ・8 5 8 ．2 1 8 ．1 〃 15 ．8 7 7 ．2

4
l 本 田

p c p 混 入 ・燐 酸 標 準豊 富
2 2 ．9 4 ．9 4 8 ．6 1 6 ．4 並 ～ヤ、洩 18 ．5 78 ．9 l 1 8 ・1 1 6 ．9

5 ク　　　 燐 酸 8 倍豊 富 2 4 ．2 5 ．0 4 8 ．9 1 6 ．8 ク 1 19 ．0 8 0 ．3 1 8 ．3 1 8 ．4

6 ク　　　 燐 酸 6 倍 量 苗 2 4 ・2 1 5 ・1 4 9 ．8 1 6 ．4 ク L 19 ・0 7 9 ．5

8 0 ．0

1 8 ．5

1 8 ．1

1 8 ．0

1 6 ．9
7

■　 〃 焉鎧 借主 ・俄 量 首
2 1 ．9 4 ．5 4 8 ．5 1 5 ．4 〃 1 9 ．8

収量は第5表の通わで，全役KPCP混入区は無混入

区に比して11－仏界の増収を示している・この甲で苗代

燐酸8倍量区は，榛準区に対し，わずかに増収傾向を示

している．

収量構成要素についてみると，苗代燐酸の多徳によっ

て欄故の増大と共に一穏全粒政も叉・わずかに増加して

いる．然し豊熟粒故歩合や，玄米千粒重はむしろ低下し

て封わ，収量の増加は．主として穏故の増加によっても

たらされたものとみられる・叉本田の燐酸倍量区につい

ては特に明らかな効果を級別出来なかった・
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剤との混用に上る薬害については，既に確認されてレトる

が，垂者らは1弱2隼⊃C f，Aを苗代京劇に処理し．2日

汲硫安を水に追肥したが，予納しなかつた柴等を生じた

ので．♪（Ⅰ⊃Aと硫安の近接散布について，2ケ正式験

して来たので報告する．

2　試験の方法
的1表

試験技2ケ飯にこ亘って，保温折疲苗代14月16円　〝

当岱g揺日で行った．

1飾2徒匿は供式品種はチョウカイを．1膜壁饗はサ、

シクレを供用し，試廟構成は第1表の通りである．

散布当時の気象概況は第1衣の泊りで，散布当日雨天

の場合吐時間をみて散布した．

試験構成

19　6　2
、＼、、、箪仇　　　　　　　　　　　 ▲ヨIt）・占　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1 9 6 8

′広 、■＼＼讐Lt …DCpA lg／8日 追肥時期 ・追肥方法卜鋸細は ．：DCPA lg／a）　　　　　　　　　　　　　　l 追肥時期 追肥方法 気巌概況

1　 1　 15　　　　　　　　　　　　 －　　晴　 1　 20 前　7　日 硫安媚荘 情

2 ； 15　　　 当　　 日・硫安濯琵1　 晴　 1　 20 前　5　日 今上 快　　 晴

3

4

5

E …… 晶 ……≡ 1曇≡ 雨 情 前 3 日

前 1 日

当 日

今上

今上

硫安混用

柵

晴

曇后 冊

6

7

8

膏 睾 棋 澤 侶

后 1 日

后 3 日

后 5 日

后 7 日

硫安東庄

今上

仝上

今上

全上

鐘后 吋

畳后 晴

日中曇后雨

軌小雨后曇

曇強．凰

曇后吋
土工15二十配＿し三＿冊 ；

l oI）CPAl盈努】吐，5月31日【百合6．0fI

備　　　　　に溶かし噴癌器で散布

○　硫安は23g／膨卜を水1・5上に溶かし，如蕗で故

1布叉は手播き

考
l

3　試験結果

ぜづ1謳2毎の結果についてみると．⊃（コPA散布后の

硫安追肥は薬害を生じたが．その筈徴吐，上位展開菜の

棄身が姥縮し恰もヨリ状を呈し，次第に灰白色と表わ枯

葉した・この場合の凄音程檻杜．棄先、宛棄身位迄及ん

だが，枯死する様な甚音吐みられなかった．従って調査

は，菜位毎．被害程鑑別に調査票政に対する枯葉故の割

合で調査した．その結果吐第1図の通わである．

これに上ってみると，：D（）P A単用区吐薬害が認めら

れないが，DC PA散布后1週間以内の硫安追肥吐，薬

害が発生し近接散布につれ甚しかった．

追肥方法間で吐，追肥時の天候忙上るが，工＝C pA散

布1日后硫安追肥区陀みられる様に．苗が乾いている場

合吐，硫安奇手播した万が薬害が穣めて少なかった．

次いで1鉱8毎度に於いては，1）C PA散布前の硫安追

肥J】）C PAと硫安の混用lこの場合飽和濃匿の関係上．

⊃（】PA散布直后に硫安を濯注した」及び硫安単用の場

合の濃匿別散布についても検討した．

その結果吐第2図に示す通わで．調査方法及び作図吐

前生と同様である．

0】）C PAl五節）比，5月17日l百合4．3上】

忙7・2↓／aK溶かし散布

0　硫安は単用区のみ次の通わに行った他姓前年

と同様である．

散布時期　DCPA散布　前8日　后4日

散布浪匿　硫安28g／卿を水0．8・0．6tl．5・

3・0上に夫々溶かす．

⊂ここ：：コ、一課　も柚

EE＝SSト・・一定柏葉

－，・…‥一％雅楽

第1図

これ忙よると，］D（汀A散布前の硫安追肥吐．前8日

硫安濯住区に於いて薫先枯が若干みられた他は，薬害吐

認められなかった・しかし．つ。〉A散布后の硫安追肥

は前在同様薬等が薯しかった．

D（fpAと硫安の混用は，】）OpA散布后の硫安追肥

と同程度の被害がみられ，実用性は全く認められをかつた．
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第5表　収量胸パ＝並びに■収量構成要素

　　　 項 目

区

ワ　ラ 重 玄 米 重

仝

比 率

収量構成要素の対標準比率

穂　 故
一 穏 ■

全 粒 軟

豊 熟

粒 故

玄 米

千 粒 重

1
不田

p （IP 無混入 ・燐 酸標準霊 首

l

タ g
努 節 努 串 痴

5 6 ．0 4 5 ．9 8 1 0 0 10 0 ． 1 00 10 0 ・ 1 0 0

2 〃 ・燐酸 3 倍貴市

ク ・燐酸 6 倍量百

本圧I

p o p 混 入 ・燐酸梼準霊蔚

5 8 ．8

6 6 ．6

6 5 ．8

46 ．7 1 l l）2 1 0 9 1 0 0 98 9 9

5 0 ．10 10 9 1 1 0 1 0 0 98 9 8

3

4
5 2 ．08 1 13 1 1 9 9 7 9 1 9 7

5 ク ・燐酸 8 倍量 蔚

ク ・燐酸 6 倍量 醇

ク 嘉鮎 量 ・鯛 霊夢

65 ．0

7 0 ．7

5 2 ．84 1 15 18 2 1 02 8 9 97

5 1 ．7 5 11 8 1 2 2 10 2 8 9 9 7

6

7
6 7 ．6 5 1 ．25 1 1 1 12 2 98 8 9 9 9

4．野間長について

抜取珠の最長垂l各棟2不】K上る節哺長並に・その

全辞長に対する比率を求めた結果は第1図の通わで・P

op混入区は全般に梓長が無混入区上わ長く・且つ・苗

代燐酸の多能に上って下部郷間長割合が大で逆に上位節

間長割合が少い傾向がみられる・この傾向はfCP混入

区内ではやゝ強くあらわれてPh本田燐酸の多用によ

って．後期の所謂過剰生育傾向があったことが”1ゞわ

れ．前記の畳熟粒政歩合の低下を，らづけるものである・

卿
　
　
　
が

眞I‥・，“一・■■■■●
l心■・・－●●●l

第1固　辞長と節間比率の関係

4　　考　　　集

pcHPを土壌に混入した場合．苗代に燐酸を多用して

育苗した苗を挿秩した結果・初期の発根刀は明らかにま

さ。．また他傷みが少なかつた・その後PCp混入による

一役的表敬候，即ち後朗の生育過剰，登斜不良等の傾向

は宮代の燐酸多龍の苗に於ては，むしろ強くあらわれる

ようで，又不田の燐酸を倍量用いた場合にもはゞ同様で

然し燐酸多龍の首は活着がよく了恢復か早いことから・

本田中期に於ける垂故の増加が大で・穂故も多くなり・

そのため，登熟粒数歩合の若干の低下を上廻って・ヤゝ

増収と走ったものと考えられる・

不田の燐酸量を増加しても掛こ効果か明らかでなかっ

たのは，供試田が●沖横埴壌土であり・もともと燐酸の

肥効が特に大きく吐なかったことが原因と考えられる‥

火山灰土壌の大儀分那於ては・燐酸増龍が効果が高い

ことなどl別朝日からみて・土壌の種顆別膵効果を検討

することが必要と息われる・

又苗代に燐酸を多龍するにしても・不試験に於ては約

さ倍量以上の多脚まその効果が明らかではなく・又燐酸

多龍に上って，水苗代に於ては表土剥離の発生の封それ

もあれ苗代様式別に史に燐酸量の検討が必要であろう・

DCPAと硫安の近接散布による薬害について

高野文夫・大川　昌・清原悦郎

（岩手県農試県南分場）

1まえがさ　　　　　　　　　　岩手県に卦いても．苗代のノビエ防除及び直轄栽培K

DCPAは，所謂イネ科属間選択性除草剤として・水　於けるノビ工を初め・初期椎茸の防除のため，DCPA

陸稲の生育期に全面散布して・効果的に使用で曇ること　の散布を指導奨励に移し普及している・
ところで，このⅠトロPAも有機燐削及び各種界面活性

は．すでに知られている・


